
第１０回 おしゃべり広場 
（兼 協育学習部会） 

 

 日 時 ： ３月１５日(月) １０：００～１１:0０ 

 場 所 ： 地域連携室１ 

 参加人数 ： 協育サポーター ９ 名、PT ２ 名、学校 4 名  計 15 名 

             

 《 議題・話題 》 

１． 事務局より 

・令和２年度 事業報告【資料１】 

・令和２年度 決算報告【資料２】 

・今年度末までのサポーター登録状況 

・令和３年度 事業計画および予算案【資料３・４】 

・みな杜応援団（協育学習部会）の今後の見通しについて【資料５】 

 ※ 次年度のサポーター登録の依頼 

 

２． サポーターの皆様より 

    ・令和３年度 活動計画及び予算案についての協議 

    ・みな杜応援団（協育学習部会）の今後の組織づくりについての協議 

 

３． 協育学習部会 吉川部会長より 

 

４． 新年度の予定 

    ・４月２３日(金)  みなみの杜応援団 総会 

    ・４月１９日(月)  １０：00～１１：00    第１回 おしゃべり広場 

      →次年度の体制や授業･行事予定が決まりましたら、学校担当者から御連絡いたします。 

 

※ 学校長より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２１年３月１５日（月）  おしゃべり広場記録 

 

【サポーターの皆様より】 

○登録用紙（情報）の扱いについて 

   学校が登録用紙（情報）を保管しているが、部会長もサポーターさんの情報（どこに住んでいる

かや、電話番号など）を知っておけると連絡を取りたいときに連絡を取りやすい。部会長にも情報

を渡してよいか。 

  →了承をいただく。原本は学校で保管し、コピーを部会長に渡す。今年度の登録を終えた後の個 

   人情報の処分については、次年度確認する。 

 

○おしゃべり広場に出なければ情報共有できないことが課題 

   この規模だから、現在の仕組みでやりくりできているが、今後、人数が増えた場合、おしゃべり広

場に出られない人も出てくる中で、その場にいなければ情報がわからない。これでは、低迷してい

くのでは？ 

【連絡調整の課題について】 

   グループ LINE を試験的に活用してみる。また、これまで通り「水やりメール」も継続する。ただし、

じんじんメールについては、学校からの一方通行であること、これまでそんなに活用していないこ

とから、来年度はじんじんメールの登録を削除する。 

 

○応援団のそれぞれの部会 

   PT 部会、協育学習部会、協育実習部会のすみ分けをしつつ、協力できるところは協力していけ

たら。 

 

○事務局の立ち上げ 

   部会長、応援団長を中心に話し合い、今後他のメンバーにも声をかけて事務局を作る。 

  → ５年目に突入する中で、初期メンバーとこれから入ってくる方々との考えに違いが出てくる。学

習部会の運営まで考えていない人もいるかもしれない。持続性、永続性のある仕組み作り、人が

変わっても続いてく仕組み作りが必要。また、事務局で話題の方向性を考えておき、おしゃべり広

場で意見をもらう形にしたら、もう少し意義のある場になるのでは。 

 学校とサポーター（学習部会）が協議して運営していく仕組みを。 

 

 ～次年度までの見通しとして～ 

  ① 次年度の体制が判明したら、応援団団長、協育学習部会長と３～４月にかけて新たな体制を

固める。 

  ②  ４月１９日（月）１０：００～のおしゃべり広場で、意見をもらう 

  ③  ４月２３日（金）のみな杜応援団総会で提案する。 

  ④  ５月に第１回の協育学習部会を実施予定。その際に、サポーターの皆様に承認いただく。 

 

○ 明日の実践交流会に向けて 

   生徒たちへ直接リクエストを取ることを伝える。音楽室に展示後、玄関ホールに掲示する。生徒

の要望に対してやるかやらないか（やれるかやれないか）は学校と相談する。 


